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熊本県立大学環境共生学部居住環境学科

　本書の出版の動機は、委員会委員全員の「バイオクライマティックデザインを

広めたい！」という強い気持ちにあった。地球温暖化防止という喫緊の課題に迫

られ、環境に配慮した真に快適で美しい建築を広めたい、設計してもらいたい、使っ

てもらいたいという気持ちである。別な視点から言えば、「建築環境学を建築デザ

インに活かして欲しい」ということである。建築家や学生諸君に、バイオクライ

マティックデザイン（ＢＤ）の思想や本質、実際の性能や快適さを知ってもらえ

れば、ＢＤの普及が大きく促進される。それが結果的に地球環境保全につながる

という思いである。

　この裏には、あまりに原理を知らない、あるいは、知っていても実際の設計に

活かさない建築家や、意匠ばかりに気を取られて中に住む人のことを考えずに設

計課題を行う学生諸君がいるという事実がある。また、学生に人気のある「建築家」

の中には、環境共生建築や環境配慮などの言葉と一線を画する方々がいるという

悲しい現実もある。

　ＢＤを、若い建築家や学生に理解してほしいという目的を遂げるために、本書

の内容として当初からあがっていたアイデアは、下記の４点である。

１）環境配慮型建築の良さをわかってもらうには、体感してもらうのが一番早い！

自分でできる実験を紹介して体感してもらう。それも現象を見えるように

するとわかりが早い。

２）環境配慮型建築の設計に役に立つものを載せる

ＢＤの設計に必要な資料と実例をあげることが必要。

３）使用者のコメント・評価も入れる

実際の性能（快適性など）は、住宅であれば主婦（夫）、つまり使用者の評

価が一番正しい。 

４）「バイオクライマティックデザイン」の定義・説明をする

ＢＤとは何？ と聞かれたとき、自信を持って答えられないという声が委員

からあがり、ＢＤを定義することが必要。

　さらに、ＢＤの定義をするには、ＢＤにつながる歴史をはっきりさせる必要が

ある。そこで、ＢＤに含まれるであろう、建築計画原論、バウビオロギー、ＰＬＥＡ、

環境共生建築といった日本や世界の動きを示そうということになった。これらの

歴史は、今、まとめておかないとわからなくなってしまうという心配があった。
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て、天井と両側の内壁からの反射光が入ることによる。
「地窓」は全体的に低照度であるが、床面に座るとほど
よい明るさになる。「掃出し窓（半開）」は形態にしたがっ
た照度分布になる。4種類の窓の照度分布の違いは、在
室者の明るさ感や視的快適性にも大きな影響を与えるた
め、室内の家具配置を決定する要素にもなる。
　このように、窓の形態、季節や時刻によって変化する
光を演出することが昼光照明の魅力である。ただし、窓
の断熱性能が低いとコールドドラフトやオーバーヒート
を起こすので、窓ガラスには低放射（LowーE）ガラス
などを採用して断熱性を高め、夏季には、外付けルーバー
など適切な日よけを併用することが望ましい。

　　　　　窓と明るさの関係
■窓の大きさ・配置によって照度分布「光のムラ」は異
なる
　窓の大きさや配置は、在室者にとっての眺望だけでな
く、光や熱、空気、音の出入り、ふるまいを決定する要
素である。
　図３は、４種類の窓の大きさ・配置による昼光の水平
面の照度分布である。昼光による照度分布は不均一に分
布し、時々刻々と変わる。これが電灯光のそれとの大き
な違いである。4種類の窓の大きさや配置によっても照
度分布は大きく異なる。「掃出し窓（全開）」が設けられ
た室内の水平面照度が一番大きく、次いで「腰窓」にな
る。窓面中央部の照度が最大になるのは、直射光に加え

☞ 自然光（昼光）には変動する性質があるが、室内照明として十分に活用できる。
昼光の強さと弱さを生かして快適な光環境をつくるには、窓からの光の入り方と共に、
窓の断熱性能に配慮することが重要である。
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図３　窓の形態と水平照度分布　夏季の晴天日の正午に真東に面する実験室の4種類の窓から入る昼光による水平面照度（F.L.1,000)。壁、天井は白色。水平面照度は実験期間
中の累加平均。室内の家具配置は窓の形態によって大きく異なる（出典：宮川紅子、斉藤雅也、那須聖「窓の形態が家具配置に与える影響に関する研究」『日本建築学会大会学術講
演梗概集』E―１、2003年、1,013〜1,014頁）　

ライトが採用された。
　一方、夏季は昼光をなるべく入れずに涼しく過ごす古
民家の例もある。ここでは、カーテンや扉で昼光を全て
遮るのではなく、ほどよく入れて涼しさがともなう明る
さを演出し、光の弱さを照明や涼を得るのに生かしてい
る（図2）。
＊オーバーヒート：建築内部で熱気がたまり、室温が過度に上昇すること。

　　　　　自然の光は明るい
■昼光による照度は、電灯光の200倍
　日中、窓から得られる自然光を「昼

ちゅうこう

光」という。昼光
は、ほぼ一定量の光を放つ電灯光とは異なり、時々刻々
と変動する。照度は照度計（121 頁）を用いて測定で
きる。屋外の昼光照度は曇天日で 10,000 ルクス（lx）、
晴天日で 100,000 lx 程度となり、電灯光による室内照
度（500 lx 程度）の 200 〜 2,000 倍に達する。この
ように、昼光は強い光なので、大量の昼光を室内に導く
と「まぶしさ（グレア）」や夏季であれば室内のオーバー
ヒート＊を誘発する可能性がある。しかし、昼光はバイ
オクライマティックデザインを実現する有効な光の資源
といえる。そのため、採光に当たっては、日射遮へい用
のスクリーンを併用するなどの配慮が必要である。
　図１は、校舎の北側のトップライト（天窓）から入る
昼光を照明として利用している中学校の例である。この
校舎が建つ地域は、夏季は曇天日が多いことからトップ

光の強さと弱さ
太陽からの自然光（昼光）は、時間によって変動し、その変動が光と影の移ろいを生む。
自然光の特徴を生かす住まい方にふさわしい光環境とは何かを学ぼう。

図１　昼光照明を行う中学校校舎の改修例　校舎の北側に設けられた「ひかりのみち」（写真右下）は廊下を兼ねるだけでなく、時には授業や集会、生徒らのコミュニティを創出する
場として利用されている。吹抜け部分の梁は旧校舎時代のもの（「北海道寿都郡黒松内町立黒松内中学校」設計：アトリエブンク）　

北側からの昼光

図２　昼光をほどよく入れる夏季の民家（飛驒高山）
大量の昼光を室内に入れないようすだれなどで調整して涼しさが得られるようにしている

Low-E
複層ガラス

昼光照度（晴天日）約100,000ルクス
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